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リアルタイム景況調査実施要項 

 

 

１．調査目的 

  本調査は、市内会員企業（中小企業、小規模事業者）の景況感や、課題等を広く聴取し、デー

タの集積及び周知、延いては要望事項の取りまとめに供するために実施するものである。 

 

２．調査時期     原則４半期に１回実施する。（年４回） 

 

３．第 14 回景況調査実施期間   2018 年 7 月 2 日（月）～ 7 月 13 日（金） 

４．調査方法        FAX による送付、FAX による回答 

 

５．調査対象     会員事業所：2,939 社（市内小規模事業者：FAX 登録有り） 

           （商工会議所部会） 

工業部会、商業部会、建設不動産業部会、流通業部会     

サービス業部会 

                 

 

６．回収数       235 件回収/2,939 件（回収率 8.0％） 

※前回（第 13 回）：220 件回収/3,002 件（回収率 7.3％） 
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問１．回答者属性 

（１）業種 

 

※「その他」： 電気工事業、塗装業、メッキ業、清掃業、土木工事業、看板業、金属リサイクル、梱包業、エレベータ保守点検、修理 

（２）業歴 

 

（３）資本金 
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（４）従業員数 

 

（５）収益状況 

 

川口市の企業における今期 4-6 月の「収益状況」は、黒字が 37.9％（前期 1-3 月:47.7％）、収支トントン 42.1％

（同：30.5％）、赤字 15.3％（同：16.8％）、回答なし 4.7％（同：5.0％）となりました。黒字の回答企業が 9.8％

と大きく減少した一方、収支トントンが 11.6％大きく増加したことから、収益状況は前期に比べ悪化していると

いえます。 

「黒字」の回答が多数の階層は「業種別」の卸売業、不動産業の 2 業種（同：−5）、「業歴別」の 11 年～20 年、

71 年～90 年の 3 階層（同：−4）、「資本金別」の 500 万円超～3 千万円以下、5 千万円超～1 億円以下の 3 階層

（同：±0）、「従業員数別」は 6 人～20 人の 1 階層（同：−1）です。「収支トントン」の回答が多数の階層は「業

種別」の製造業、建設業、小売業、サービス業、その他の 5 業種（同：+3）、「業歴別」の 5 年未満～10 年、21

年～70 年、91 年～100 年の 8 階層（同：+6）、「資本金別」の 500 万円以下、3 千万円超～5 千万円以下の 2 階

層（同：+1）、「従業員数別」の 0～5 人、回答なしの２階層（同：+2）です。「赤字」の回答が多数の階層は「資

本金別」の個人事業主の 1 階層（同：+1）です。「回答なし」の回答が多数の階層は「資本金別」の 1 億円超～

の 1 階層です。「業種別」「業歴別」「従業員数別」では「赤字」および「回答なし」の回答が多数の階層はありま

せんでした。 
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今回の調査の概要 

今期（4-6 月）は全ての DI が悪化し、売上高 DI、採算 DI もマイナスに転じる。先行きは売上高

DI、採算 DI、従業員数 DI、資金繰り DI は更に悪化し、仕入単価 DI も深刻な状況が続く 

 

各項目のＤＩの推移 

 

企業の景況感はすべての指標で悪化しました。売上高 DI は前期 4.6 から今期−4.3、採算 DI は前期 0.5 から今

期−10.7 と大幅に悪化し、マイナスに転じました。業況 DI は前期−2.3 から今期−9.8、資金繰り DI は前期−1.8

から−5.5、仕入単価 DI は前期−43.2 から今期−48.5 と前期に比べ更に悪化しました。従業員 DI は前期 12.7 と改

善しましたが、今期 16.6 と再び悪化しました。 

業種別の多数回答（今期） ※空欄は回答が分かれているもの、ＮＡは回答なし 

 



 

6 

 

業種の特徴では不動産業、サービス業、その他の 3 業種で全て「不変」の回答が多数で、横ばいといえます。

中でも不動産業は 10 期連続で、サービス業は 2 期連続で全て「不変」の回答が多数です。製造業は仕入単価が

前期に続き今期も「上昇」の回答が多数になりました。建設業は前期全て「不変」から今期仕入単価が「上昇」

の回答が多数となりました。卸売業は売上高が前期「減少」から今期「不変」、仕入単価が前期同様今期も「上昇」

となりました。小売業は売上高が前期同様今期も「減少」、採算が前期「悪化」から今期「不変」、仕入単価は前

期同様「上昇」の回答が多数となりました。運送業は売上高が前期「増加」から今期「不変」、仕入単価は前期回

答が分かれていましたが、今期「上昇」になりました。飲食業は今期は全て「NA」の回答が多数になりました。

印刷・出版業は前期は売上高が「増加」、業況と資金繰りがともに「悪化」の回答が多数でしたが、今期売上高の

回答は分かれ、業況と資金繰りが「不変」となりました。今回ソフトウェア・情報処理業からの回答はありませ

ん。また、回答なしは採算と資金繰りが「不変」で、売上高、仕入単価、従業員数、業況は回答が分かれました。 

 

一方、先行きの見通しでは売上高 DI は−6.8、採算 DI は−13.2、従業員 DI は 19.6、資金繰り DI は−8.9 と今

期に比べ更に悪化します。一方、仕入単価 DI は−46.4、業況 DI は−7.6 と今期に比べやや改善する見込みですが、

依然としてマイナスが続いており厳しい状況が続いています。 

業種別の多数回答（先行き）  

 

業種の特徴では、不動産業、サービス業、その他の 3 業種で今期と同様、先行きも全て「不変」の回答が多数

です。製造業、建設業、卸売業は仕入単価が今期同様先行きも「上昇」の見込みです。小売業は売上高が今期同

様先行きも「減少」、仕入単価は今期同様先行きも「上昇」の見込みです。運送業は売上高が今期「不変」から先

行きは「減少」、仕入単価は今期同様先行きも「上昇」、従業員数は今期「不変」から先行きは「不足」の見込み

です。飲食業は今期全て「NA」から先行きの売上高、採算、仕入単価、業況で回答は分かれ、従業員数は「不足」

の見込みです。印刷・出版業は今期同様先行きも売上高は回答が分かれ、採算、仕入単価、従業員数、業況、資

金繰りが「不変」の見込みです。回答なしは今期同様採算と資金繰りが「不変」で、売上高、仕入単価、従業員

数、業況で回答が分かれました。 

 2018 年 6 月日銀短観は大企業製造業の景況感は 5 年半ぶりに 2 期連続で悪化しました。原油をはじめとした

原材料費の仕入単価が高騰し、人材不足を背景に人件費も上昇しているものの、価格転嫁ができないことが背景

となっています。また、先行きでは米国による自動車への制裁関税が現実となれば、日本経済の幅広い業種でマ

イナスの影響を及ぼすほか、米中の貿易戦争のような保護主義政策が拡大すれば世界経済全体に景気後退の懸念

が生じます。前期（1—3 月期）のリアルタイム調査では景況感の悪化が一時的なものか、それともさらに進むの

か、今期（4-6 月期）の結果が判断材料として注目されると述べましたが、仕入単価は上昇し、人手不足感は強

まる中、売上高、採算も悪化しています。日銀短観と同様に川口市の企業の景況感も 2 期連続で悪化しており、
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原材料費や人件費を価格に転嫁できない状況が続く限り、景況感の悪化は一時的なものではなく、今後も続く恐

れがあります。 

問２．景況感について 

２－１．売上高 

 

今期 4-6 月の川口市の企業の売上高は、「増加」22.1％（前期 1-3 月：32.3％）、「不変」が 47.2％（同：38.6％）、

「減少」が 26.4％（同：27.7％）、回答なしが 4.3％（同：1.4％）です。「増加」の回答が 10.2％と大幅に減った

ほか、「不変」の回答が 8.6％増加し、2 期連続で悪化しました。 

「増加」の回答が多数の階層は「業歴別」では 71 年～80 年、91 年～100 年の 2 階層（同：−1）です。一方、

「減少」は「業種別」の小売業の 1 業種（同：−1）、「従業員数別」の回答なしの 1 階層（同：＋1）です。「不変」

の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運送業、不動産業、サービス業、その他の 7 業種

（同：+1）、「業歴別」の 5 年未満、11 年～70 年、81 年～90 年、101 年以上の 9 階層（同：+4）、「資本金別」

の個人事業主、500 万円以下～1 億円超～の 7 階層（同：+3）、「従業員数別」0～20 人の 2 階層（同：+1）です。

「回答なし」の回答が多数の階層は「業種別」の飲食業の 1 業種（同：+1）です。 

 今後の先行き見通しでは「増加」が 20.4％、「不変」が 48.1％、「減少」が 27.2％、回答なしが 4.3％です。「増

加」が 1.7％減る一方、「減少」が 0.8％、「不変」が 0.9％増えており、先行きはほぼ横ばいの見通しです。 

「増加」の回答が多数の階層は「業歴別」の 5 年未満の 1 階層です。「減少」の回答が多数の階層は「業種別」

の小売業、運送業の 2 業種、「資本金別」の 3 千万円超～5 千万円以下の 1 階層、「従業員数別」の回答なしの 1

階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、不動産業、サービス業、その他

の 6 業種、「業歴別」の 11 年～100 年、回答なしの 10 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～3 千万

円以下、５千万円超～1 億円超～、回答なしの 7 階層、「従業員数別」0～20 人の 2 階層です。 
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 売上高 DI の比較では、川口市の企業は前期の 4.6 から今期−4.3 と大幅に悪化しマイナスに転じました。先行

きは－6.8 と更に悪化する見通しです。今期は川口市の企業の売上高ＤＩは、マイナスながらも日本商工会議所、

埼玉県四半期動向調査に比べ優位性がみられましたが、先行きでは他調査との差はほとんどなくなっています。 

２－２．採算 

 

 今期 4—6 月の川口市の企業の採算（経常利益）は、「好転」が 12.3％（前期 1-3 月：20.5％）、「不変」が 60.4％

（同：55.5％）、「悪化」が 23.0％（同：20.0％）、「回答なし」が 4.3％（同：4.1％）です。「好転」が 2 期連続

で 8.2％減少する一方、「不変」が 4.9％、「悪化」が 3.0％増加しており、売上高と同様に悪化しています。 

全ての属性で「好転」および「悪化」の回答が多数の階層はありませんでした。「不変」の回答が多数の階層は

「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他、回答

なしの 10 業種（同：＋1）、「業歴別」の 5 年未満、11 年～101 年以上の 11 階層（同：+４）、「資本金別」の個

人事業主、500 万円以下～1 億円超～の７階層（同：±0）、「従業員数別」の 0～20 人、回答なしの 3 階層（同：

+1）です。「回答なし」の回答が多数の階層は「業種別」の飲食業の 1 業種（同：+1）です。 

 一方、今後の採算の先行き見通しは、「好転」が 11.9％、「不変」が 55.3％、「悪化」が 25.1％、「回答なし」が

7.7％でした。「悪化」が 2.1％、「回答なし」が 3.4％増えた一方、「好転」が 0.4％、「不変」が 5.1％減少してお

り、今期に続き先行きもわずかながら悪化する見込みです。 

今期同様先行きも全ての属性で「好転」「悪化」の回答が多数の階層はありませんでした。「不変」の回答が多

数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他、回

答なしの 9 業種、「業歴別」の 5 年未満、11 年～101 年以上、回答なしの 12 階層、「資本金別」の個人事業主、

500 万円以下～1 億円超～、回答なしの全 8 階層、「従業員数別」の 0～20 人、回答なしの 3 階層です。 

採算 DI の比較では、川口市の企業は前期 0.5 と悪化しましたが、今期は−10.7 と大幅に悪化し、マイナスに転
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じました。先行きも−13.2 と更に悪化する見込みです。日本商工会議所、中小機構、埼玉県の調査に比べると川

口市の採算 DI のマイナス幅は今期は小さいものの、先行きでは差がほとんどなくなっています。 

 

 

２－３．仕入単価 

 

今期 4—6 月の川口市の企業の仕入単価は、「下落」が 1.7％（前期 1-3 月：2.3％）、「不変」が 44.3％（同：

48.2％）「上昇」が 50.2％（同：45.5％）、「回答なし」が 3.8％（同：4.1％）です。前期の仕入単価はほぼ横ばい

でしたが、今期「上昇」が 4.7％増えており、更に厳しい状況になっています。 

「上昇」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業の 5 業種（同：±0）、「業

歴別」では 5 年～20 年、31 年～40 年、51 年～70 年、91 年～101 年以上、回答なしの 8 階層（同：+3）、「資本

金別」の 500 万円以下～3 千万円以下の 3 階層（同：+1）、「従業員数別」の 0 人～20 人の 2 階層（同：+1）で

した。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他の 4 業種（同：

−1）、「業歴別」の 41 年～50 年、71 年～90 年の 3 階層（同：−4）、「資本金別」の個人事業主、3 千万円超～１

億円以下の 3 階層（同：−1）、「従業員数別」は回答なしの 1 階層（同：±0）です。前期に続き全ての属性で「下

落」の回答が多数の階層はありませんでした。「回答なし」の回答が多数の階層は「業種別」の飲食業の 1 業種

（同：+1）、「資本金別」の 1 億円超～の１階層（同：+1）です。 

 今後の仕入単価の先行き見通しでは、「下落」が 3.0％、「不変」が 42.1％、「上昇」が 49.4％、「回答なし」が

5.5％です。「上昇」が 0.8％減少、「下落」が 1.3％増加していますが先行きはほぼ横ばいの見通しです。 

「上昇」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業の 5 業種、「業歴別」の 5

年～40 年、51 年～70 年、91 年～101 年以上、回答なしの 9 階層、「資本金別」500 万円以下～3 千万円以下、

5 千万円超～1 億円以下の 4 階層、「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業

種別」の不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他の４業種、「業歴別」の 41 年～50 年、71 年～90 年の 3

階層、「資本金別」の個人事業主の 1 階層、「従業員数別」の回答なしの１階層です。今期同様全ての属性で「下
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落」の回答が多数の階層はありませんでした。 

川口市の企業の仕入単価ＤＩは前期－43.2 から今期－48.5 と悪化しました。先行きは－46.4 とやや好転する

見通しですが、依然としてマイナス幅が大きく厳しい状況が続きます。日本商工会議所、中小機構、日銀短観の

調査結果に比べても最もマイナス幅が大きく、川口市における企業の仕入単価上昇は、他の地域に比べてもより

深刻な状況が続きます。 

 

２－４．従業員 

 

今期 4-6 月の川口市の企業における従業員数は、「不足」が 17.0％（前期 1-3 月：15.9％）、「不変」が 78.7％

（同：79.1％）、「過剰」が 0.4％（同：3.2％）、「回答なし」が 3.8％（同：1.8％）です。「不足」が 1.1％、「回答

なし」が 2.0 増加、「不変」が 0.4％、「過剰」が 2.8％減少と前期と大きな変化はなく横ばいといえます。 

全ての属性で「不足」および「過剰」の回答が多数の階層はありませんでした。「不変」の回答が多数の階層は

「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他の 9 業

種（同：±0）、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上の 12 階層（同：±0）、「資本金別」の個人事業主、500 万円

以下～1 億円超～、回答なしの全 8 階層（同：＋1）、「従業員数別」の 0 人～20 人の２階層（同：±0）です。「回

答なし」の回答が多数の階層は「業種別」の飲食業の 1 業種（同：+1）、「従業員数別」の回答なしの 1 階層（同：

+1）です。 

 一方、今後の先行きの見通しでは、「不足」が 20.0％、「不変」が 74.5％、「過剰」が 0.4％、回答なしが 5.1％

です。「不変」が 4.2％減少する一方で、「不足」が 3.0％増えており、先行きの人手不足の状況は今期に比べやや

悪化する見通しです。 

全ての属性で「過剰」の回答が多数の階層はありませんでした。「不足」の回答が多数の階層は「業種別」の運

送業、飲食業の 2 業種です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不動
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産業、印刷・出版業、サービス業、その他の 8 業種、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上の 12 階層、「資本金別」

の個人事業主、500 万円未満～1 億円超～、回答なしの全 8 階層、「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層です。「回

答なし」の回答が多数の階層は、「従業員数別」の回答なしの 1 階層です。 

川口市内の企業の従業員ＤＩは前期 12.7 と好転したもの、今期 16.6 と再び悪化しました。先行きは 19.6 と

さらに人手不足感が強まりますが、日本商工会議所、日銀短観に比べると不足の幅が小さく、川口商工会議所の

従業員 DI の優位性がみられます。 

 

 

２－５．業況 

 

今期 4-6 月の川口市の企業における業況は、「好転」が 11.9％（前期 1-3 月：17.7％）、「不変」が 62.6％（同：

60.5％）、「悪化」が 21.7％（同：20.0％）、「回答なし」が 3.8％（同：1.8％）です。「好転」が 5.8％減少する一

方、「悪化」が 1.7％、「不変」が 2.1％増加しており、今期の業況は前期に続き悪化傾向といえます。 

全ての属性で「好転」の回答が多数の階層はありませんでした。「悪化」の回答が多数の階層は「従業員数別」

の回答なしの 1 階層（同：+1）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運

送業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他の全 8 業種（同：－1）、「業歴別」の 5 年～100 年の 10 階

層（同：+1）、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1 億円超、回答なしの全 8 階層（同：±0）、「従業員数

別」の 0～20 人の 2 階層（同：±0）です。「回答なし」の回答が多数の階層は「業種別」の飲食業の 1 業種（同：

+1）です。 

 先行き見通しは、「好転」が 16.2％、「不変」が 55.7％、「悪化」が 23.8％、「回答なし」が 4.3％です。「好転」

が 4.3％、「悪化」が 2.1％増加する一方、「不変」が 6.9％減少と先行きに対する見方は「好転」が増えています。 

「好転」の回答が多数の階層は「業歴別」の 5 年未満の 1 階層です。「悪化」の回答が多数の階層は「業歴別」
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の 61 年～70 年の 1 階層、「従業員数別」の回答なしの 1 階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の

製造業、建設業、卸売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他の 8 業種、「業歴別」の 5 年

～60 年、71 年～90 年、101 年以上、回答なしの 10 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1 億円超

～、回答なしの全 8 階層、「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層です。全ての属性で「回答なし」の回答が多数の

階層はありませんでした。 

 業況ＤＩは前期−2.3 から今期－9.8 とさらに悪化しました。先行きは－7.6 とやや好転する見込みですが、依

然としてマイナスであり厳しい状況が続きます。また、日本商工会議所のＤＩ、中小機構のＤＩと比べてもマイ

ナス幅は小さく、川口の企業の業況 DI の優位性がみられます。 

２－６．資金繰り 

 

今期 4-6 月の川口市の企業における資金繰りは、「好転」が 10.2％（前期 1-3 月：12.7％）、「不変」が 71.1％

（同：70.9％）、「悪化」が 15.7％（同：14.5％）、「回答なし」が 3.0％（同：1.8％）です。「好転」が 2.5％減少

する一方で、「悪化」は 1.2％増加しており、前期に続き今期の資金繰り環境はやや悪化の傾向といえます。 

前期に続き今期も全ての属性で「好転」および「悪化」の回答が多数の階層はありませんでした。「不変」の回

答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、サービス

業、その他、回答なしの 10 業種（同：±0）、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上、回答なしの全 13 階層（同：

+2）、「資本金別」では個人事業主、500 万円以下～1 億円超～、回答なしの全８階層（同：±0）、「従業員数別」

では 0～20 人、回答なしの 3 階層（同：+1）です。「回答なし」の回答が多数の階層は「業種別」の飲食業の 1

業種（同：+1）です。 

 一方、今後の資金繰りの先行き見通しでは、「好転」が 7.7％、「不変」が 71.5％、「悪化」が 16.6％、回答なし
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が 4.3％となっています。「好転」が 2.5％減る一方、「悪化」が 0.9％、「不変」が 0.4％増えており、今期に続き

先行きもやや悪化の見通しです。 

全ての属性で「好転」および「悪化」の回答が多数の階層はありませんでした。「不変」の回答が多数の階層は

「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、運送業、不動産業、印刷・出版業、サービス業、その他、回答

なしの 10 業種、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上、回答なしの全 13 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万

円以下～1 億円超～、回答なしの全 8 階層、「従業員数別」の 0～20 人、回答なしの 3 階層です。「回答なし」の

回答が多数の階層は「業種別」の飲食業の 1 業種です。 

川口市の企業の資金繰りＤＩは前期−1.8 から今期－5.5 と悪化しました。先行きも－8.9 とさらに悪化する見

通しです。先行きでは日本商工会議所、中小機構、埼玉県内全体の調査と比較してマイナス幅はほぼ同じ水準と

なり、川口市内の企業の資金繰り DI の優位性はなくなっています。 

 

問３ 近年、中小企業・小規模事業者において円滑な事業承継を進める上で、早期取組の重要性が

増しています。貴社の状況をお聞かせください。 

３－１．今後の事業展開と事業承継について、お聞かせください。 

１：事業承継を考えている    ２：どうすべきか検討中    ３：廃業を考えている 

 

 今後の事業展開と事業承継について聞いたところ、1 位「事業承継を考えている」：128 社（54.5％）、 2 位「ど

うすべきか検討中」：90 社（38.3％）、3 位「廃業を考えている」：11 社（4.7％）、4 位「回答なし」：6 社（2.6％）

でした。「事業承継を考えている」と「どうすべきか検討中」の合計が 92.8％となっており、ほとんどの企業で

課題となっていることがわかります。 

 「事業承継を考えている」の回答が最も多い階層は、「業種別」の製造業、建設業、不動産業、飲食業、サービ

ス業、その他の 6 業種、「業歴別」の 21 年～60 年、71 年～101 年以上の 8 階層、「資本金別」の個人事業主、

500 万円以下～1 億円超～、回答なしの全 8 階層、「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層です。「どうすべきか検討

中」の回答が最も多い階層は「業種別」の卸売業、小売業の 2 業種、「業歴別」の 5～10 年の 1 階層です。全て

の属性で「廃業を考えている」の回答が多数の階層はありませんでした。「回答なし」の回答が多数の属性は「従

業員数別」の回答なしの 1 階層でした。 
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３：廃業を考えていると選択した方、理由をお聞かせください（複数回答可） 

 １：後継者がいない    ２：売上悪化          ３：収益性悪化    

 ４：取引先減少      ５：事業の将来性に不安がある   ６：その他（    ） 

 

 3－1 で「廃業を考えている」と回答した方に理由を聞いたところ。1 位「後継者がいない」：5 社、2 位「売

上悪化」「事業の将来性に不安がある」：4 社、4 位「取引先減少」：3 社、5 位「その他」：2 社、6 位「収益

性悪化」：1 社となりました。 

「後継者がいない」の回答が最も多い階層は「業種別」の建設業の 1 業種、「業歴別」41 年～50 年の 1 階

層、「資本金別」の 1 千万円超～3 千万円以下の 1 階層、「従業員数別」の 6 人～20 人の 1 階層でした。「売

上悪化」の回答が最も多い階層は「業種別」のその他の 1 業種、「資本金別」の 500 万円以下の 1 階層でし

た。「事業の将来性に不安がある」の回答が最も多数の階層は「業種別」の回答なしの 1 業種、「業歴別」の

回答なしの 1 階層、「資本金別」の 500 万円超～1 千万円以下の 1 階層でした。全ての属性で「取引先減少」

「収益性悪化」の回答が多数の階層はありませんでした。なお、「その他」の回答が多数の階層は「資本金

別」の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層でした。 

その他の自由回答では「業種の変更」「1 代で旅行業を終える事を考えている」の意見が寄せられました。 

 

１：事業承継を考えている ２：どうすべきか検討中と選択した方、後継者候補の 

状況について、お聞かせください。 

 １：後継者がいる  ２：後継者を選定中    ３：後継者がいない 

 

 事業承継を考えている、検討中と回答した方に、後継者候補の状況を聞きました。 

1 位「後継者がいる」102 社（46.8％）、2 位「後継者を選定中」46 社（21.1％）、3 位「後継者がいない」38

社（17.4％）、4 位「回答なし」32 社（14.7％）となりました。およそ半数の企業では後継者が決まっているもの
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の、後継者がいないと回答する企業も 2 割弱見られます。 

 「後継者がいる」と回答した企業が最も多い階層は、「業種別」の製造業、建設業、卸売業、不動産業、サービ

ス業、回答なしの 6 業種、「業歴別」の 11 年～60 年、71 年～90 年、101 年以上、回答なしの 9 階層、「資本金

別」の個人事業主、500 万円以下～1 億円以下、回答なしの 7 階層、「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層でした。

「後継者を選定中」と回答が最も多数の属性は「業種別」の運送業、飲食業、印刷・出版業、その他の 4 階層、

「業歴別」の 5～10 年の 1 階層、「資本金別」の 1 億円超～の 1 階層でした。「後継者がいない」の回答が最も多

い属性は「業歴別」の 5 年未満の 1 階層でした。全ての属性で「回答なし」の回答が多数の階層はありませんで

した。 

 

１：事業承継を考えている ２：どうすべきか検討中と選択した方、事業承継の準備 

状況について、お聞かせください。 

１：具体的に進めている→３－２へ   ２：進めていない→３－３へ 

事業承継を考えている、検討中と回答した方に、事業承継の準備状況を聞きました。 

1 位「進めていない」：121 社（55.5％）、2 位「具体的に進めている」：81 社（37.2％）、3 位「回答なし」：16 社

（7.3％）でした。事業承継を考えていると検討中の合計が 92.8％であり、およそ半数の企業で後継者が決まっ

ているものの具体的な準備を進めているのは 4 割未満で、半数以上の企業は事業承継の準備が進んでいません。 

 「進めていない」と回答した企業が多数の階層は、「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不動産業、 

飲食業、印刷・出版業、サービス業、その他の 9 業種、「業歴別」の 5 年未満～60 年、91 年～101 年以上、回答 

なしの 10 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～３千万円以下、５千万円超～１億円超～の６階層、 

「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層でした。「具体的に進めている」の回答が多数の階層は、「業種別」の回答な 

し 1 業種、「業歴別」の 61 年～90 年の 3 階層でした。全ての属性で「回答なし」の回答が多数の階層はありま 

せんでした。 

 

３－２．具体的に進めていると選択した方、課題について、お聞かせください。（複数回答可） 

１：後継者の育成   ２：税制面    ３：法制面（商法を含む）   

４：金銭面  ５：公的手続き    ６：その他（           ） 
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 事業承継を具体的に進めていると回答した企業に、課題を聞きました。 

1 位「後継者の育成」：58 社、2 位「金銭面」：31 社、3 位「税制面」：15 社、４位「公的手続き」：7 社、5 位

「法制面（商法を含む）」：5 社、6 位「その他」：3 社、でした。 

 「後継者の育成」の回答が多数の階層は、「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業、その他、

回答なしの 7 業種、「業歴別」の 5 年～60 年、91 年～100 年の 7 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以

下～1 億円以下、回答なしの 7 階層、「従業員数別」の 0 人～20 人の 2 階層でした。「金銭面」の回答が多数の

階層は「業歴別」の 61 年～80 年の 2 階層でした。全ての属性で「税制面」「公的手続き」「法制面（商法を含

む）」「その他」の回答が多数の階層はありませんでした。 

 その他の自由回答では「準備の準備ぐらいの段階」「関係者に相談」「将来性をどのように断続できるか？」の

意見が寄せられました。 

 

３－３．進めていないと選択した方、理由について、お聞かせください。（複数回答可） 

１：自分が元気なうちは必要ない      ２：後継者が決まらない 

３：何から着手して良いかわからない   ４：後継者候補はいるが本人に継ぐ意思がない 

５：事業の将来性に不安がある      ６：その他（            ） 

 

 事業承継の準備を進めていないと回答した企業に理由を聞きました。 

1 位「自分が元気なうちは必要ない」：50 社、2 位「事業の将来性に不安がある」：43 社、3 位「後継者が決まら

ない」：32 社、4 位「何から着手して良いかわからない」：22 社、5 位「後継者候補はいるが本人に継ぐ意思がな

い」：13 社、6 位「その他」：6 社、でした。 

 「自分が元気なうちは必要ない」の回答が多数の階層は、「業種別」の建設業、卸売業、運送業、不動産業、飲

食業の 5 業種、「業歴別」の 5 年～10 年、21 年～30 年、41 年～50 年の 3 階層、「資本金別」の個人事業主、500

万円以下～1 千万円以下、5 千万円超～1 億円超～の 5 階層、「従業員数別」の 0～20 人の 2 階層でした。「事業

の将来性に不安がある」の回答が多数の階層は、「業種別」の製造業、小売業の 2 業種、「業歴別」の回答なしの

1 階層、「資本金別」の 1 千万円超～3 千万円以下の 1 階層でした。「後継者が決まらない」の回答が多数の階層

は、「業歴別」の 5 年未満、61 年～70 年の 2 階層、「資本金別」の 3 千万円超～5 千万円以下の 1 階層でした。

全ての属性で「何から着手して良いかわからない」「後継者候補はいるが本人に継ぐ意思がない」「その他」の回

答が多数の階層はありませんでした。 

 「その他」の自由回答では、「まだ 38歳なのでそこまで教えていない」「移転先を検討中」「廃業も検討してい

る為」「売却をしたい」との意見が寄せられました。 
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３－４．３－１で１：事業承継を考えている ２：どうすべきか検討中と選択した方、 

事業承継の相談先について、優先度の高い順に３つまでお聞かせください。 

① 金融機関  ② 税理士 ③ 商工会議所 ④ その他（      ） ⑤ なし 

第一順位（   ） 第二順位（   ） 第三順位（   ） 

 

 事業承継の相談先について優先度の高い順に 3 つ聞きました。 

優先度の 1 位は税理士：111 社と圧倒的に多く、金融機関：18 社、なし：14 社、その他：13 社、商工会議所： 

12 社と続きます。 

優先度の 2 位は金融機関：68 社、商工会議所：24 社、税理士：23 社、その他：9 社、なし：6 社、でした。 

優先度の 3 位は商工会議所：36 社、金融機関：27 社、なし：14 社、その他：9 社、税理士：8 社でした。 

その他の内訳は、「家族」：2 社、「関係者」：2 社、「仲間」：2 社、「FC 本部」：1 社、「よろず支援」：1 社、「会 

計士」：1 社、「顧客」：1 社、「後継者との話合」：1 社、「司法書士」：1 社、「取引先・外注先」：1 社、「親会」1 

社、「身内」：1 社、「先輩」：1 社、「知人」：1 社、「同業経営者」：1 社、「得意先」：1 社、となっており、相談 

相手も多岐にわたっています。 

 

３－５．事業売却や事業譲渡について、関心はありますか。 

１：関心ある          ２：関心なし  

 
 事業売却や事業譲渡について関心の有無を聞きました。 

1 位「関心なし」：151 社（64.3％）、2 位「関心ある」50 社（21.3％）、3 位「回答なし」34 社（14.5％）となっ

ています。全体の２／３弱の企業では事業売却・譲渡には関心がないものの、2 割強の企業では関心があると答

えています。 

 「関心なし」の回答が多数の階層は、「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不動産業、飲食業、印刷・

出版業、サービス業、その他の 9 業種、「業歴別」の 5 年～60 年、91 年～101 年以上の 8 階層、「資本金別」の

個人事業主、500 万円以下～1 億円超～の 7 階層、「従業員数別」の 0 人～20 人の 2 階層でした。「関心あり」の

回答が多数の階層は、「業歴別」の 61 年～70 年、81 年～90 年の 2 階層でした。「回答なし」の回答が多数の階

層は「業歴別」の 71 年～80 年の 1 階層、「従業員数別」の回答なしの 1 階層でした。 
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問４ 自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等、該当の項目をお選びください。（複数
選択可） 

    １：円相場に伴う経営への影響・見通し  ２：受注単価・販売価格の動向 
    ３：雇用の状況             ４：生産・出荷・在庫・輸出の状況 
    ５：生産拠点の国内回帰の動き      ６：地域経済や地域産業の新たな動き 

    ７：その他 

 

 自社が直面している経営上の問題点や地域の課題について聞いたところ、1 位「受注単価・販売価格の動向」

114 社（前期 1-3 月：115 社）、2 位「雇用の状況」107 社（同：74 社）、3 位「地域経済や地域産業の新たな動

き」46 社（同：48 社）、4 位「生産・出荷・在庫・輸出の状況」31 社（同 31 社）、5 位「円相場に伴う経営への

影響・見通し」25 社（同：21 社）、6 位「その他」22 社（同：17 社）、7 位「生産拠点の国内回帰の動き」13 社

（同：9 社）でした。前期と比べ順位の変動はありませんでしたが 2 位「雇用の状況」の回答が大幅に増えまし

た。 

「受注単価・販売価格の動向」の回答が多数の階層は、「業種別」は製造業、卸売業、小売業、サービス業、その

他、回答なしの 6 業種（同：+2）、「業歴別」の 21 年～50 年、61 年～70 年、91 年～101 年以上、回答なしの 7

階層（同：±0）、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～１千万円以下、回答なしの 4 階層（同：−2）、「従業

員数別」の 0～5 人の 1 階層（同：−1）でした。「雇用の状況」の回答が多数の階層は、「業種別」の建設業、運

送業、飲食業の 3 業種（同：+1）、「業歴別」の 5 年～20 年、51 年～60 年、71 年～80 年の 4 階層（同：+2）、

「資本金別」の 1 千万円超～3 千万円以下の 1 階層（同：±0）、「従業員数別」の 6～20 人の 1 階層（同：+1）で

した。 

 「地域経済や地域産業の新たな動き」の回答が多数の階層は、「業種別」の不動産業の 1 業種（同：−1）でし

た。また、全ての属性で「生産・出荷・在庫・輸出の状況」「円相場に伴う経営への影響・見通し」「生産拠点の

国内回帰の動き」「その他」の回答が多数の階層はありませんでした。 

6 位「その他」の自由回答は以下のような意見が寄せられました。 

「店舗レス」 

「地域住民（商圏）の減少」 

「販売員の高齢化、若年層の開拓」 

「若い職人が極端に不足している」 

「仕事（受注）の減少、→売り上げの減少→今後の方向性の見極め」 

「人手不足による売り上げ悪化、受注単価が安価な為に、従業員保障・固定費の捻出不可。」 

「農業（米・麦）の今後見通し、食料加工機メンテナンス業務をしている」 

「仕入単価の上昇」 

「公共工事の動向」 

「仕入価格に運賃を上乗せされる等、実質的な上昇」 
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「Web の活用など」 

「旋盤加工で独立を考えている人がいたら応援したい」 

「材料値上がり、受注単価値下がり、親企業の利益のとりすぎ等このままでは零細企業は全滅する。零細企

業にも利益を。」 

「前の道路で 11 月迄水道工事で車のお客とまれず、売上落込みがある。」 

「世の中の動向が、やや不安定の為、急な変化に対応できる様、準備をしなければと思っています。」 

「業界の先行きが見えない」 

「31 年 5 月 31 日を持って退去となるので、移転先と家族対策をどうすれば良いかを考え中です」 

「区画整理の進行が遅い。」 

「少子高齢化、外国人増加、電子マネー・ポイントカードへの対応策→一商店では対応不可のため会議所で

検討して欲しい。」 

「武銀さんの紹介で、商工会に入会致しましたが資金繰等の行き詰まった時に、相談又は力になってくれる

か？と常々思ってます。」 

「客先が廃業してしまう為、既存の売上が減少してしまう。」 

「年に 1～2 件程度の客先廃業の為、新規客先開拓しても、直に売上につながらず、低迷している。」 

「雇用が安定しない」 

「建築受注の拡大」 

「顧客の廃業、倒産、外注先の廃業、仕入単価の上昇、人手不足」 

「国内の景況感が消費者に与える影響」 

①属性別「収益状況」 

業種別収益状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業歴別収益状況 

 

 

 

 

 

 

 



 

20 

 

資本金別収益状況 

 

従業員別収益状況 

 

 

②属性別「売上高」 

業種別売上高 
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業歴別売上高 

 

 

資本金別売上高 
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従業員数別売上高 

 

③属性別「採算」 

業種別採算 
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業歴別採算 

 

 

 

資本金別採算 
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従業員数別採算 

 

④属性別「仕入単価」 

業種別仕入単価 

 

 

 

 

 



 

25 

 

業歴別仕入単価 

 

 

 

資本金別仕入単価 
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従業員数別仕入単価 

 

⑤属性別「従業員」 

業種別従業員 
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業歴別従業員 

 

 

資本金別従業員 
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従業員数別従業員 

 

⑥属性別「業況」 

業種別業況 
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業歴別業況 

 

 

資本金別業況 
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従業員数別業況 

 

⑦属性別「資金繰り」 

業種別資金繰り 
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業歴別資金繰り 

 

 

資本金別資金繰り 
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従業員数別資金繰り 

⑧属性別「今後の事業展開と事業承継について」 
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⑨属性別「廃業を考えている方の理由（複数回答可）」 
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⑩属性別「事業承継を考えている＆検討中の方の後継者候補の状況」 
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⑪属性別「事業承継を考えている＆検討中の方の事業承継の準備状況」 
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⑫属性別「事業承継を具体的に進めている方の課題（複数回答可）」 
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⑬属性別「事業承継の準備を進めていない方の理由（複数回答可）」 
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⑭事業承継を考えている、検討中の方の事業承継の相談先 
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⑮属性別「事業売却や事業譲渡についての関心」 
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⑯属性別「自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等」 
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川口商工会議所 総務広報課宛（FAX 048-228-2221） 

 

第 14 回（4-6 月期） 川口商工会議所リアルタイム景況調査へのご協力のお願い 
平成３０年７月  日 

会員のみなさまへ 
日ごろより、本商工会議所の事業運営に、ご理解ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

当所では、市内企業の景況を調査するため、四半期に一度「リアルタイム景況調査」を実施しております。

このたび、第 14 回（4-6 月期）調査を実施いたしますので、お忙しいところ、誠に恐縮ですが、該当部分に

チェックのうえ、７月 日（ ）までに、ファックスにてご返信いただきますようお願いいたします。  

 皆様のご協力のもと、本調査結果につきましては、引続き本市中小企業支援や行政への意見要望等の参考

とさせて頂きます。また、過去の調査結果につきましては、本商工会議所ホームページに掲載 

しておりますのでご参照ください。 http://www.kawaguchicci.or.jp/realtime/ 

                                                     川口商工会議所  

                         
問１ 貴社の状況について、お伺いします。（１）～（５）についてそれぞれ該当する番号をご回答ください。 

（１）業種 ＊複数業種の場合は売上比率の最も高い業種を１つお選びください。 

1 製造業 2 建設業 3 卸売業 4 小売業 

5 運輸業 6 不動産業 7 飲食業 8 印刷・出版業 

9 ソフトウェア・情報処理業        10 サービス業 

11 その他（                     ） 

（２）業歴 

1 5 年未満 2 5～10 年 3 11 年～20年 4 21 年～30年 

5 31 年～40年 6 41 年～50年 7 51 年～60年 8 61 年～70年 

9 71 年～80年 10 81 年～90 年 11 91 年～100 年 12 101 年以上 

（３）資本金 

1 個人事業主 2 500 万円以下 3 500 万円超～1千万円以下 

4 １千万円超～3千万円以下 5 3 千万円超～5千万円以下 6 5 千万円超～1億円以下 

7 1 億円超～  

（４）従業員数 

1 0～5 人 2 6 人～20人 3 21 人以上 

（５）収益状況（直近の決算、それ以外は今期の見込み） 

1 黒字 2 収支トントン 3 赤字 

問２ 貴社の景況感について、回答できる範囲で、該当部分に☑チェックをご記入ください。 

＊設問の「今期」は 平成３０年４月～６月としてお答えください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

1 売上高 
（１）今期（４月～６月と比べ） □増加 □不変 □減少 

（２）今後の先行き見通し（７月～９月） □増加 □不変 □減少 

2 採算 
（１）今期（４月～６月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（７月～９月） □好転 □不変 □悪化 

3 仕入単価 
（１）今期（４月～６月と比べ） □下落 □不変 □上昇 

（２）今後の先行き見通し（７月～９月） □下落 □不変 □上昇 

4 従業員 
（１）今期（４月～６月と比べ） □不足 □不変 □過剰 

（２）今後の先行き見通し（７月～９月） □不足 □不変 □過剰 

5 業況 
（１）今期（４月～６月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（７月～９月） □好転 □不変 □悪化 

6 資金繰り 
（１）今期（４月～６月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（７月～９月） □好転 □不変 □悪化 

アンケート調査票 

http://www.kawaguchicci.or.jp/realtime/
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問３ 近年、中小企業・小規模事業者において円滑な事業承継を進める上で、早期取組の重要性が 

増しています。貴社の状況をお聞かせください。 

 

３－１．今後の事業展開と事業承継について、お聞かせください。 

□１：事業承継を考えている  □ ２：どうすべきか検討中  □ ３：廃業を考えている 

３：廃業を考えていると選択した方、理由をお聞かせください（複数回答可） 

□ １：後継者がいない  □ ２：売上悪化  □ ３：収益性悪化  □ ４：取引先減少 

□ ５：事業の将来性に不安がある  □ ６：その他（               ） 

１：事業承継を考えている ２：どうすべきか検討中と選択した方、後継者候補の 

状況について、お聞かせください。 

□ １：後継者がいる  □ ２：後継者を選定中  □ ３：後継者がいない 

１：事業承継を考えている ２：どうすべきか検討中と選択した方、事業承継の準備 

状況について、お聞かせください。 

 １：具体的に進めている→３－２へ  □ ２：進めていない→３－３へ 

 

  ３－２．具体的に進めていると選択した方、課題について、お聞かせください。（複数回答可） 

   □ １：後継者の育成  □ ２：税制面  □ ３：法制面（商法を含む）  □ ４：金銭面 

□ ５：公的手続き  □その他（                           ） 

 

  ３－３．進めていないと選択した方、理由について、お聞かせください。（複数回答可） 

□ １：自分が元気なうちは必要ない  □ ２：後継者が決まらない 

□ ３：何から着手して良いかわからない  □ ４：後継者候補はいるが本人に継ぐ意思がない 

□ ５：事業の将来性に不安がある  □ ６：その他（                 ） 

  ３－４．３－１で１：事業承継を考えている ２：どうすべきか検討中と選択した方、 

事業承継の相談先について、優先度の高い順に３つまでお聞かせください。 

    ① 金融機関   ② 税理士  ③ 商工会議所  ④ その他（      ）  ⑤ なし 

     第一順位（   ） 第二順位（   ） 第三順位（   ） 

３－５．事業売却や事業譲渡について、関心はありますか。 

□ １：関心ある        □ ２：関心なし   

 

問４ 自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等、該当の項目をお選びください。 

（複数選択可） 
   □ １：円相場に伴う経営への影響・見通し □ ２：受注単価・販売価格の動向 
   □ ３：雇用の状況            □ ４：生産・出荷・在庫・輸出の状況 
   □ ５：生産拠点の国内回帰の動き     □ ６：地域経済や地域産業の新たな動き 

   □ ７：その他 

 
 

ご協力ありがとうございました。 


